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３Ｄプリンター用建築材料、３Ｄプリンター用建築材料の製造方法、 

および建築物の製造方法の特許取得のお知らせ 

 

当社は、３Ｄプリンター住宅「Lib Earth House model B」に採用している、土を主原料とした新しい

建築材料の配合および製造技術に関して、この度、特許を取得したことをお知らせいたします（特許第

7784587号）。 

本技術により開発された材料は、セメントを一切使用せず、自然由来の素材のみで従来モデル（model 

A）比約５倍の強度を達成。さらに、建設時のCO₂排出量を一般的な木造住宅よりも削減可能であり、持続

可能な建築の未来を大きく前進させる画期的なものです。 

 



１． 開発の背景と特許取得の意義 

当社は、３Ｄプリンター住宅の実用化を目指す中で、さらなる性能向上と環境負荷の低減を追求してま

いりました。従来モデル（model A）で課題となっていた収縮によるひび割れを抑制し、より高い強度を持

つ材料の開発が急務でした。この課題を解決するため、土や石灰など自然由来の素材の配合を最適化する

研究を重ね、この度の独自技術の発明と特許取得に至りました。 

 

２．特許を取得した新材料の主な特長 

（１） 従来比約５倍の強度と、ひび割れ耐性を両立 

土、砂、消石灰、自然繊維といった自然由来の素材を独自の配合で組み合わせることで、セメントを使

わずに強度を大幅に向上させました。これにより、従来モデル比で約５倍の強度を実現しながら、課題で

あった収縮ひび割れが起きにくい材料へとアップデートしました。 

（２）木造住宅をも下回る、圧倒的なCO₂排出削減効果 

主原料である土や石灰は地球上に豊富に存在し、製造時のエネルギー消費が少ないため、CO₂排出量を大

幅に削減できます。100㎡の住宅における当社の試算では、RC（鉄筋コンクリート）住宅に比べてCO₂排出

量を約50.2%削減。これは一般的な木造住宅の排出量をも下回る数値であり、カーボンニュートラル社会の

実現に大きく貢献します。 

（３）自然由来で、環境負荷の少ない循環型材料 

材料の約65%が土と砂で構成され、結合材には消石灰、補強材には自然繊維を使用しています。化学物質

やセメントを含まないため、将来的な解体・処分時にも土に還すことができ、環境負荷を最小限に抑える

ことが可能です。 

 

３．今後の展開 

今回の特許取得は、当社の技術的な優位性を確立し、３Ｄプリンター建築の普及を加速させるための重

要な一歩です。今後は、本材料を用いた３Ｄプリンター住宅「Lib Earth House model B」の建築実証をさ

らに進め、誰もが手に入れられる持続可能な住まいの選択肢として、社会に提供していくことを目指しま

す。当社はこれからも、テクノロジーの力で建築業界の課題を解決し、より良い未来の創造に貢献してま

いります。 

 

４．業績に与える影響 

2026年６月期の業績予想に与える影響は軽微と考えます。今後開示すべき事項が生じた場合には、速や

かにお知らせいたします。 

 

当社は、本技術の開発を通じて、ＳＤＧｓ番号３「すべての人に健康と福祉を」、ＳＤＧｓ番号11「住

み続けられるまちづくりを」、ＳＤＧｓ番号12「つくる責任つかう責任」、ＳＤＧｓ番号13「気候変動に

具体的な対策を」、ＳＤＧｓ番号15「陸の豊かさも守ろう」及びＳＤＧｓ番号17「パートナーシップで目

標を達成しよう」の実現に努めてまいります。 
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